
キャラクター による

情報発信！

～タバスキーの地域づくり～

丹波山村役場 総務企画課 木下和彦



大きな自然のポケットです。
山の山の手。丹波山村。

 名前はタバスキー
（丹波好き～）

 丹波山の「丹」の字

 平成９年１０月
キャッチフレーズの
コピーとともに誕生！



上品で洗練された、山の手イメージ

 公用車ステッカー
 事務用レターヘッド
 事務用封筒
 住民票用紙
 印鑑証明用紙
 職員用名刺
 観光案内看板
 観光パンフレット
 広報紙など印刷物

などに使用したが･･･

いまいち、広く浸透させることができなかった！

制作費 ５０万円



環境首都やまなしづくり事業

平成８年度･････自然観察ノート
ごみ持帰り袋

平成９年度･････環境絵はがき

平成10年度･････環境バンダナ

平成11～13年度･･･自然観察会
自然体験

平成14年度･･･マイバック
（エコバック）

ノベルティ商品のバンダナに人気が集まる！



タバスキーが描かれた、バンダナ！

 事業費 ６５０千円

 県補助 １/２

 部 数 １,０００部

残念ながら、残部数はありません！



「道の駅」でオリジナルグッズを！

 村政施行１２０周年

 予算額 １１０万円

 グッズ開発に向けて、活
発な意見がたくさん

 企画・広報・観光・温泉
施設担当の職員が集まり
ＴＧＰプロジェクト始動



「ＴＧＰ」 いざ、制作スタート！

 売れる？ 売れない？

 欲しい？ 欲しくない？

 自由奔放な意見が集まり
ました

具体的に何から作るか？

優先順位を決めて、
いざ、制作を開始！



オリジナルグッズを開発、販売

 携帯マスコット（ストラップ） ３００円

 マグカップ ５００円



道の駅、「限定」で販売開始！

ノベルティ利用がほとんど、売り上げもボチボチ

 直売所内に

専用コーナー設置

 スタッフ用の

Ｔシャツ、ポロ

 金太郎飴



経済危機対策臨時交付金に要望！

 ゆるキャラが
各地でブームに

 ＴＧＰでも候補

 効果は上がるが、
財政的に厳しい

 １００％補助である

 ６月補正予算で、
１２０万円を確保

制作を決定する。

タバスキーにも家族が増えました！



イベントの人気者、タバスキー

 ２００９夏まつり丹波でデビュー！

 はるな愛も

絶賛？



観光ガイドとして、おもてなし！

県民の日など、村外の
イベントにも出演！

 春のじゃがいも祭り ・夏まつり丹波

 ９月のまいたけ祭り ・秋の大収穫祭



村の研修用バス、街路灯にも

●街路灯整備事業

経済危機臨時交付金（10/10 補助）

事業費 ２,０００万円

●２９人乗りバス購入

地域活性化・生活対策

臨時交付金

（10/10 補助）

事業費 １,２００万円



やがて、村民のマスコットに

 地域のイベントに

 保育園の演芸会に

 小学校の運動会に

 中学校の学園祭に

「ひっぱりだこ」の毎日！



そして、村民自らタバスキーづくり

 とうとう、クリスマスのイルミネーションに！

 コンパネを切り抜いて
作られていますが、目
が光る力作でした！



のめこい湯での「招きタバスキー」

 頭をなでると

「福」が来る？

 難点は力士並みの大きさ

 車では３人分のスペース
が必要



ホームページでの情報発信も強化！

 丹波山村ホームページ

 タバスキー掲示板

 タバスキーブログ

 タバスキージャーナル

 コミュニティ機能追加

と情報量アップ！

 アクセス数が伸びた！

 広報発行回数アップ！



村民が「丹波好き～」になってきた

 村を紹介するのに欠かせない存在

 村民共通のアイデンティティ

 地域の資源、村の特産を活かした取り組み

タバスキーが定着していくにつれ、

村民が自主的に新たな動きが始まった

郷土芸能
の復活

環境美化
運動

シカ肉
ジビエ料理の
開発

じゃがいも
在来種

その他



明るく、元気な、丹波山づくり

 小さな村だから出来ることかもしれませんが、
地域・地区・集落単位の特性を活かした地域づくり。

 小規模な村の将来は、
厳しいですが･･･

【今後の予定】

 はっぴ制作

 シカ肉ソーセージの販促

 丹波好き～

メンバーズカード

 その他、アイデアがたくさ
ん出ています。



合言葉は「ＹＥＳ、丹波好き～！」

ご清聴ありがとうございました。


